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新指 導要領 の 意図実現を 目指す新 しい中学校数学 教育 の在 り方を 求め て

岡山県教育セ ンター

指導主事 金 光 -一 雄

1 新 しい時代の数学教育の在 り方

(1) 将来の社会像か ら

新学習指導要領の実施が 目前になった｡

学習指導要領の改訂は,今の中学生が大人

になる10年後,親 になる20年後を予想 し,

時代に対応できる能力を身に付け させるた

めに行 うと言 ってよい｡それでは,10-20

年後は どのよ うな時代なのだろ うか｡

まず,生涯学習化の進展が予想 され るO

知識や技能は絶 えず更新が求 め られ,その

星 よりもそれ らを輝得す る能力や獲得に積

極的に取 り組む態度の方が重要になる｡ ど

れだけ知 っているかではな く, どれだけ間

顔の解決に活用できるかが問われ る｡

社会のグローバル化 も進展す る｡国籍 を

越 えた企業連携が加速度的に進んでお り,

インターネ ッ トによる海外 とのや り取 りも

活発化 している｡様々な人 と交流 し,活動

す る場面は確実に増 えるOその中では,協

調性があるだけでな く, 自分の意見や考え

を持ち,相手に分かるよ うに伝 え,討論 し,

よりよく高める能力や態度が求め られ る｡

高齢化の進展 も見逃せない｡現在 10%台

の高齢化率は2010年 には20%を越 え,2020

年には25%程度 と予想 されている｡ それに

伴って,労働人口は10年後には60%を切 り,

20年後には50%程度 になる｡ ｢生きる力｣

が懸念 されている今の生徒たちは,将来,

この 日本を支えて くれ るのであろ うか｡

この よ うな時代 を見通 した今 回の改訂

は,単に10年 ごとの見直 しとい うレベルを

超 え, 日本の将来を見据 えた教育改革の第

-歩ととらえる必要があるO

(2) 算数 ･数学敏行の現状か ら

IE∧ (国際教育到達度評価学会)平成

7年の朗糞では, 日本の中学生の数学の学

力は世界第 2位である｡平成 11年の追調査

で も同等の結果 を収 めた｡ ところが,｢数
学 を如 き｣ と答 えた生徒 は平成 7年の53%

が平成 11年には47% に減少 し,数学離れの

進行が某付け られ る結果になった｡

個人的には,学力が伴 わず ｢数学 を好き｣

と答 える国 の教 育 の在 り方 には疑 問 を持

つ｡ しか し,学校で学べるだけで うれ しい

と思 っている国の生徒 に比べ,経済大国 と

言われ るまでに成長 した 日本では,学校で

学ぶ ことを楽 しい と感 じる子 どもが減 って

いるのもjJf実である｡

数学は得意不得意 を感 じやすい教科 と言

われ る｡だか ら,我 々は分か りやすい説明

と丁寧な問題練習 を行い,その結果,世界

で最高の学力 を身 に付 け させ ることができ

た｡ これは 日本の数学教師の優秀 さの証で

あ り,誇 りに したい｡ しか し,これか らは

｢数学を好き｣ と言 えるよ うにす ることも

今まで以上に求め られ ているのである｡

今 回の改 訂 で は 内容 の 3割 が削減 され

た｡ 単純に計算す ると,現行385時 間分が
約270時間分になる｡各学年90時間分を105

時r汀】で学習すればよいことになる.実際の

教科FT･は更に少ない時間で学習できるよう

に作成 されている｡今回の改訂では,今 ま

で以上にゆ とりを持 って学習で きるよ うに

されているのである｡

この ような改訂の趣 旨として,次の二つ

が重要である｡-つは,七五三 と膏 われ る
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状況 を改 め,す べての千 どもたちが分か る

授業を行えるよ うにす ることである∩ ~二つ

目は,子 どもたちが与 え られ る知識 を習得

し,技能に習熟す るだけでな く,課題発見

他力,問題解決能力,表現力や コミュニケ

ー シ ョン能力,実生活への活Jll能力等の ｢生

きる力 ｣を並 うことである｡

今回の改訂による学力低下を心配す る声

もあ る｡ そ うではな く.すべての生徒が数

学の楽 しさとよさを味わい,個性 に応 じた

学力 を身 に付 けられ るよ うにす るチ ャンス

なのであるOむ しろ学力の向上 を図れ る絶

好のチ ャンス ととらえたい｡

2 基礎 ･基本の徹底

今 回の改訂では,すべての生徒 が授業が

分か り,基礎 ･基本 を身 に付 け られ るよ う

にす ることが求め られている｡そのための

手だて として,具体的には どの よ うな こと

が考 え られ るであろ うか｡

(i) 基礎 ･基本の とらえ方

文 部省 の小学校 教育 訣 程一般 指 串 資 料

｢新 しい学力観に立っ教育課程の創造 と展

開｣ (平成 5年) に,基礎 ･基本 について

の解説がある｡

これ までの教育 にお いては,基礎 ･基

本 として,知識や 技能 を中心に とらえる

傾 向が見 られたO これか らの教育におい

ては,子供たちが主体的 に生きてい くた

めに必要な豊かな心 と個性や創造性 の育

成 を 目指 してお り,その よ うな豊かに生

きる力 としての資質や能力 を基曜_･基本

ととらえることが肝要である｡

従来,知織や技能 に比べ,思考力や態度

は一段高い もの と見る傾 向があった｡ そ う

ではな く,すべての生徒 に関心 ･意欲 ･態

皮,思考 ･判断,技能 ･表現,知識 ･理解

をバ ランス よく高めるこ とが哨要 とし,吹

訂 されたのが現行の学習指や要領 であるo

この ことの即解 はず いぶん進んだ よ うに

思 う∩ 県立高校 の学力検査 も,パ ター ンに

当てはめて解 くrHJ題 よ り, El常生活,数学

の トピックな どと関連 させ,問題解決能力

を見 よ うとす る(.問題 が 中心になって きてい

る｡ しか し,この よ うな視 点での授業の実

施はまだ不十分 と感 じるO

学習内容 として知識や技能 があるのは当

然であるQ しか し,単 に知識や技能 が身 に

付いただけでは不十分で,それ らを習得す

る過程で能力や態度 も高まってい く必要が

ある｡学習の叫で,知識や技能 と併せて ど

のよ うな能力や態度が身 に付 いたのかを常

に評価す ることが必要なのである｡授業実

施の原点 として常に考 えていたい｡

(2) 繰 り返 し学習の重要性 (知執 ･技能)

バ ランスの よい学力 を育て るために,君

目したいのが ｢繰 り返 し学習｣である｡ け

っ して 目新 しい考 え方 ではな く,我 々が常

日頃,知識や技能の定着 のた めによ く行 う

方法であるo Lか し,つい ｢旦 ｣に偏 り,

機械的な ドリル と大丑 の陳店 に陥 った こ と

も否 めない｡ ｢昆 ｣に加 えて大切 に したい

のが,｢厳選｣｢系統性｣｢楽 しさ｣ の三つ
の視点である｡

学習指導要領 の内容 は,す べての生徒 に

指導すべ き内容で ある｡ しか し,教師に よ

って指導 内容 の重点の置き方 に違いが見 ら

れ る以合 もある｡改めて新学習指導要領 を

熟訳 し,すべての生徒 に習得 させ る知識や

技能 を明確 に してお く必要が ある｡ あれ も

これ もと欲 張 らず, しっか りと ｢厳選｣ し

たい｡校 内や地域の教科部会 で検討 し,個

人的な思いではな く,よ り客観的に ｢厳選｣

す る必要 もあろ う｡そ して. ｢厳選｣ した

内容 については,必ず 習得 させ るとい う気

持 ちを持 って指導 していきたい｡

また,い くら内容 を厳選 して も, 1時間

の学習内容の理解 はまだ しも,その定新 ま
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ではなかなか難 しい｡そ こで,一一度に定着

しに くい内容 については,繰 り返 しの復習

や練習が必要になる｡学習 した ことを迎続

して復習す る方法 もあるが,その 日の授業

に関連す るものを重点的に救 うことも大切

に したい｡ほんの短時間でも効果は大きい∩

そのためには,単元の学習計画で内容の｢系

統性｣を確認 し,計画的に行 ってい く必要

がある｡ フラッシュカー ドや掲示物な どを

活用 し,短時間に楽 しく行 っていきたい｡

繰 り返 し学習そのものの指導方法 も工夫

したい｡ 中学生だか ら問題集やプ リン トに

よる練習をきちんと行 えるよ うにす ること

は必要である｡ しか し,指導に変化 を持た

せ,学習意欲を高めるためには,楽 しく,

や る気を持 って復習や練習ができる工夫を

す る必要がある｡例 えば,ペアによる答 え

の唱え合い,班競争,ゲーム的な練習な ど

はよく行われている｡/トテス トも全員10間

ではな く,問題順 を工夫 し, 10間 コース,

5間コース, 2間コース等のコース設定 を

して,生徒が個人差に応 じて取 り組めるよ

うにす る方法 もある｡先生方はいろいろな

指導技術 を持 ってお り,いろいろな場面で

情報交換 を してい くことも大切に したい｡

(3) 繰 り返 し学習の重要性 (能力,態度)

能力や態度については更に繰 り返 し学習

が重要である｡例えば,線分図を番いて考

えられ るように しようと思えば,線分図を

巻いて考えた り,説明 した りす る場面を繰

り返 し設定 し,実際に活用 させなければな

らないO図形 をいろいろな方向か ら見 られ

るように しようと思えば, ワー クシー トの

図をわざと横向きや逆向きに し,いろいろ

な方向から見て考える学習場面を繰 り返 し

設けなければな らない｡人に 自分の考えを

説明できるようにす るには,説明す る場両

を繰 り返 し設けなければならない｡

このことは.知識や技能 と同様,能力や

態度についても指導内容 を明確に してお く

必要があることを示 してい る｡ また,学習

計画のqlにも繰 り返 しの指導を位 置付 ける

必要があることを示 しているD

学習指導要領 には能力や態度 も示 されて

いる｡ また,経験 か ら単元の学習で育成で

きる能力や 憶度 が分 か って い る場合 もあ

る｡ これ らを基 に,すべての生徒に身に付

けさせたい能力や態度の検討 も行いたいO

(4) 数学的活動の 窮要性

｢聞いた ことは忘れ,見た ことは覚え,

したことは理解す るO｣と言 うOこれまで,

数学的な知識や法則 を見付 けた り,作った

りす る場面では,聞いた り.見た りす るこ

とが多 く,｢す る｣ ことが少なか ったので
はないだろ うか｡新学習指導要領数学の 目

標 に初めて入れ られた ｢数′､デ:的活動｣は ｢す

る｣を 目指す学習活動である｡積極的な ｢数

学的活動｣の導入 を 目指す とともに,活動

内容,指導方法,指苛計画をセ ッ トに して,

研究を進めてい く必要がある｡

数学的活動 とは生徒が主体的に ｢す る｣

活動である｡ 内容 を理解す るための追体験

を rさせ る｣活動ではな く,主体的に問題

解決に取 り組む 中で, 自分で数学的な知和
や培別 に気付 けるようにす る活動であるO

数学的活動には外的な活動 と内的な活動

があると言 われ るO小学校では前者,中学

校では半々,高等学校では後者 に重点を置

く言われ ることが多い｡ 明確な基準がある

わけではないが,少な くとも問題 の解法 を

聞いて練習す るパ ター ンの学習だけに とど

めず,数学的活動 を通 して 自ら数学的な知

故や法則 を見付 け,心か らの納得 が得 られ

るような学習ができるように したい｡

これまでの実践によ り,生徒が理解 しに

くい ところ,学習内容 が定着 しに くい とこ

ろはかな り明 らかになっている｡ この よう

な箇所にこそ,数学的活動を取 り入れた学

習が有効である｡多 くの先生方の教材開発

と実践報告を期待 したい｡
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3 課題学習

(I) 課題学習の重要性

沖段の学習で身 に付けた基礎 ･基本 を更

に確かなものに し,広げ,深めてい く課題

学習の充実 も大切 に したい｡新学習指導斐

TTLでは第 2, 3学年に力Llえて第 1学iF-で も

実施 される｡時数 と内容の大幅な削減 を考

えると,異例 とも言 える扱いである｡その

理Ltlとして,全国で課題学習が定着 しつつ

あ り,生徒主体の学習が行われ るなどの成

果を上げていることが挙げ られ るO

課題学習では,新たな知織の習得や技能

の習熟よ りも,生徒が数学の学習に主体的

に放 り組む意欲や態度の育成 を虎視す る｡

また,生徒が主体的に間樋 を解決 してい く

過程で,数学的活動の楽 しさを味わい,敬

学的な見方や考え方を深めることも大事な

ね らいである｡ これ までに開発 された教材

の改良 と新たな教材 開発 を進め,できるだ

け多 くの時間に実施 され るよ う望みたい｡

(2) 課頗学習の課題

課題学習の課題例 を挙げてみる｡

① 総合的課牌

学んだ知識や技能,見方や考え方な どを

総合 して解決できる課題

-･魔方陣 (第 1学年 :正負の数)

課頗 :和が 6になる四つの数 をできるだ

けた くさん見付けよう｡

9 -4 -5 6

-2 3 4 1

2 - 1 0 5

-3 8 7 -6

準備 :魔方陣を印刷 した ワー クシー トを

一人 2-3枚

流れ :(D魔方陣の説明を聞 く｡

②一人でた くさん見付ける｡

③発表 し合 う｡

④発表を参考に,さらに見付ける｡

② 日常的課摺

日常の事象に関連 した課題

--ダイヤグラム(第 2学年 :一次関数)-一

課皆 :瀬戸大橋線のダイヤグラムを作

り,いろいろと調べてみ よ う｡

耶鵬 :ダイヤグラム用 ワー クシー ト,時

刻表.定規.色ペ ン,ワー クシー ト

流れ :① ダイヤ グラムについて知 る｡

② ダイヤグラムを作成す る｡

(参気付 くこと,思 うことを挙げる｡

④発表 し合 う｡

⑤ ダイヤ グラムを基に した問題 を

考え, ワー クシー トに巻 く｡

⑥問題 を解 き, コメン トし合 う｡

(a 深化的課題

学習 してい る事柄 をさらに拡張 した り

一般化 した りできる練磨

---凹四角形 (第 2学年 :合同)--一一-

課頗 :凹四角形の∠ADC-∠A+∠B+∠C

を使 い,次の図で ∠∧+∠B+ ∠C

+∠L)+∠Eを求めてみ よ う｡

また,使わずに求めてみ よ う｡

Bc&E, B∠ A ｡

準備 :ワークシー ト

流れ :① 凹四角形の角 について学習 した

ことを確認 し,課題 を知 る｡

②一人で考えるO

③ グループで考 えを話 し合 う｡

④学級全体で考 えを話 し合 う｡

⑤まとめをす るO余裕 があれ ば,

m / n角形について紹介す る｡

いずれ にせよ,一人一人の生徒がそれぞ

れ の方法で潰究でき,｢学ぶ ことの大切 さ
や成就感 を感得｣できる課題 に したい｡
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4 選択教科の環視

選択教科 に数 学が導入 され て 7年 にな

る｡次第に工夫ある実践が摘まれ るよ うに

なってきたD個性 を伸ばす選択教科の学習

は,これ まで以上に重視 してい く必要があ

る｡そ して,必修教科では実施 しに くい学

習を欄極的に進めてい く必要がある｡

選択教科 としての数学のね らいは,単に

知識の習得や技能の習効にとどま らず,敬

学を学習す るよさや楽 しさが分かるように

し,生徒が 自ら学ぼ うとす る力 と主体的に

活用 していこ うとす る力 を17てることにあ

る｡また,生徒の興味 ･関心や能力 ･適性

等に応 じて学習できるよ うに し,一人一人

の個性を生かす ことにもある｡

今回の改訂では,補充的な学習を加 えた

こと,第 1学年の実施 を可能に した こと,

第 2学年50時間,第 3学年 105時間 と年 間

の最低時数 を設定 したこと,生徒の実櫨に

合わせ ることを条件 に学習内容の上限が設

定 されないことな ど,その充実が図 られて

いる｡具休的な重点を 3点挙げてみる｡

(1) 個性の伸長

今回の改訂では,生徒の基礎 ･基本の習

得が期待 され る反面,全体的な学力低下も

懸念 されている｡そこで,選択教科では,

数学の得意な生徒に積極的に発展的な学習

に取 り組 ませ,数学-の興味 ･関心 と数学

の学力を高めてい くことを目指 したい｡ こ

れによ り,数学が得意 とい う個性 を伸ば し,

全体の学力向上 も図れ る｡ また,必修教科

の学習を充実 させた り,他の生徒に数学の

楽 しさや よさを伝 えることも期待できる｡

今回の改訂で削減 され る内容,必修教科

の学習の発展,中学校 と高等学校の学習の

関連付け. 日常生活, 自然科学,社会科学

等で括JT]されている数学等,現題 はい くら

で も考えられ る｡教師による課題提示だけ

でなく,教師は課題発見の ヒン トの提示の

みに とどめ,生徒が 自分で課題 を見付 け ら

れ るよ うにす ることも考え られ るOただ し,

生徒の実態を大切に し,探題 を押 し付けた

り,無理な学習をさせた りす ることは絶対

に避 ける必要がある｡

(2) 兵礎 ･基本の徹底

学習内容が大幅に削減 された として も,

必修教科 としての数学の学習だけで基礎 ･

鹿本 を身に付 けさせ ることはやは り大変で

ある｡数学の学習内容 をきちん と身に付 け

たい と考 える生徒-の補充的な学習 も充実

させ る必要がある｡必修教科の学習の底上

げを,選択教科で行えることになる｡

ただ し,学習内容 の解説 と問題練習の単

なる繰 り返 しにす ることは絶対に避 ける必

要がある｡生徒が 自分 で選択 してきてい る

こと,少人数で行 えること等のメ リッ トを

生か し,コンピュー タで演習用 ソフ トを活

用 した り, ワー クシー トや ドリルを工夫 し

た りし,生徒が主体的に学習に取 り組 める

よ うに工夫 したいO

(3) 活動 を生かす学習

選択教科の学習で最 も大切なことは,課

題学習,作業,実験,調査等の学習を碩極

的に行 うことである｡必修教科の教材 につ

いて,実際に実験や調査を してデー タを集

めた り,実物 を製作 した りす ることによ り,

日常生活 と数学の関係 ,他教科 と数学の関

係,必修教科での学習内容その もの等 を,

実感 を伴って理解す ることができる｡

選択教科 としての数学で環境 について学

習 した実践があるO数学の学習 とい うこと

で,生徒は単に資料を収兆 してま とめるだ

けでな く,オゾン層の厚 さを縮図の考えで

図に表 した り,森が 1年間に生成す る酸素

の盛やそれで生きられ る人数 を計辞 した り

す るな ど,数学の学習 を生か して分析,考

秦,表現 し,環境学習の理解 と考察が非常

に深 まったそ うであるo

このよ うに,学習のめあてを明確に した

上で,碩極的に活動す る学習を行いたいo
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5 コンピュータ等の活用

高度情報通信社会が進 んでい るD小捌総

理は国の施策 として情報教育を推進す るこ

とを表明 した｡文部省は平成17年度までに,

普通教室にコン ピュータを 2台配置 し,校

内 I,^Nで全教寮か らインターネ ッ トに接

続できるよ うにす る盤備計画を発表 した｡

鼎や 市町村でもコンピュー タの更新やイン

ターネ ッ ト接続が着実に進んでいるD

今後,コンピュー タは当た り前の学習環

境 とな り,各教科の学習における活用が求

められるよ うになるO良い ソフ トウェアが

ない,手間が掛かるな どの声 も聞かれるが,

コンピュー タ活用能力の育成 も学校の重要

な役割になる｡穏極的な活用を考えるとと

もに,普段か ら事務作業.教材研 究,教材

作成等でコンピュー タを活用 し,そのよさ

を実感 してお くよ うに したい｡

数学の学習におけるコン ピュー タ等の活

用には,次のようなことが考えられ る｡

(1) ソフ トウェアの活用

各教科番の準拠 ソフ トを始め,数学学習

用 ソフ トは多数発売 されている｡ また,演

習用 ソフ ト,作図ツール,グラフツール等,

用途別の ソフ トウェアも発売 されている0

1時間を通 しての活用を考えると,確か

に使いやすい ソフ トウェアを少ない｡ しか

し,良いソフ トウェアの登場を待つだけで

な く. どう使 えるかを考 えることも必要で

ある｡導入,ま とめ,追究等,場面を限っ

た使い方か ら始め,次第に 1時間を通 した

活用できるように していけばよい ｡

(2) インターネ ッ トの活用

インターネ ッ ト-の期待 は大きい｡生徒

の調べ学習,教師の教材開発,?li子 メール

による学校間や個人の交流な ど,学習を広

げるメデ ィア として有効である｡数学関係

のW ebペ- ジは充実 してお り,優れた も

のが多いoPIAZZ∧数学 (http://wwv2.ビol.

com/users/nekopapa/sugaku/index.htmlh)

のように,メー リング リス トで全国の教師

や/i=_徒 と交流 しなが ら学習す ることも可1TE

になっている｡ まずは.教材 の情報収集か

ら柏め,次第に,生徒の学習手段 として活

用す るなど,その幅を広げていきたい｡

(3)デジタルカメラの活用
今.急速にその価値 が認め られ,学校-

の導入が進んでいるのがデ ジタルカメラで

あるo IF軽,取 り直 しが簡単,テ レビにつ

なげばす ぐ見える,画像はコンピュー タで

調整 した り,大きさを変えた り,文磐 フ7

イルには り付けた りできる,す ぐに印刷で

き, しか も用途に合わせて画質を調整でき

る等,多 くの教育的特性がある｡授業に本

物 の写箕 を簡 単に持 ち込 め るよ うにな っ

たO電池の消耗が最 も大きな間増であるが,

ぜひ,積極的な活用を考えたい｡

(4) グラフ奄卓の活用

式 を入力す れ ば グラフを簡単 に表示 で

き,それを印刷 した り,OHPに映 した り

できるのがグラフ電卓であるDセンサー を

つなげば,人や ものの動き,温度変化等の

デー タを放 り込んでグラフ化す ることもで

きる｡ グラフをか くことは生徒の個人差が

大き く,それが関数の学習の型 を破れ ない

原勘にもなっていた｡ グラフ屯卓に よ り,

関数の学習を 日常生活 と関連付け,多面的

に考察 しやすいものにできるようになる｡

一度,その便利 さを体験 していただきたい｡

6 おわ りに

今や 日本は,成長の時代か ら成熟 の時代

に入った｡今までの続 きで教育をす るので

はなく, これまでの教育活動 を点検 し,新

たな視点で教育活動を創 ってい くことが必

要な時代 になった｡新学習指導要領 の趣 旨

もそ こにある｡

今 まで以上に教師同士の連携が必要 な時

代 とも言 える｡今後, より多 くの先生方 と

連携 しなが ら,具体的なものを提示できる

ように したい と考えている｡
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